






















近接工事とは  土木学会（トンネル標準示方書）（シールドトンネル編）によれば 

トンネル間の離隔距離がトンネル外径以下となる場合には近接工事として十分な検討が必要です。 

併設トンネル相互の影響 

① 後続シールドの掘進による先行トンネルの押出され、あるいは引込まれ 

② 後続シールド通過による先行トンネルの引込まれ 

③ 後続トンネルの裏込め注入による先行トンネルの押出され 

④ 先行シールドによる地山の緩みに起因する後続トンネルの引込まれ 

影響により生ずる現象  セグメントの変形、接手ボルトの変形、破断、漏水、地表面の地盤沈下 

対策  地表面の変位、シールドトンネルの変形、変位を地中沈下計、傾斜計、土圧計、間隙水圧計、 

変位計等を用いて監視する                                   
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施工事例の対策内容 

１． 阪神高速   大和川線       トンネルの品質、精度向上のためトンネル断面を 360 度測定できる回転式レーザー距離計を

開発、運用し、掘進時の切羽土圧、裏込め注入圧及び曲線施工時荷重の影響などを常時監視。結果を総合的に評価、 

   フィードバックして施工した。結果、従来は 1/250 の真円度（変位量/トンネル外径）を先行トンネルで 1/1,000、 

後行トンネルで 1/2,000 に高めた。（日本建設工業会の土木賞受賞） 

２京王電鉄 京王線・相模原線 調布駅付近連続立体交差事業  一日に京王線、相模原線の上下とも 300～400 両走行 

している線路の直下、一部土被り 4.7m の浅い部分、最小離隔 424mm、半径 160m の急曲線部、水平併設から上下併

 設に変化するトンネル構築、さらに最大径 300mm の玉石を含む砂礫層掘進をシールドマシン 1 台で施工する難事業。 

離隔 550mm 地点でセグメント計測を行い最小離隔 424mm でも安全なことを検証した。（土木学会の技術賞受賞）

２． つくばエクスプレス線 つくば駅手前に設置の回転立坑前 15m の区間が 294mm の超近接となっており、その部分

のセグメントをダクタイル採用、更に離隔 950mm までの範囲を高圧噴射攪拌工法で地盤補強した。 9－④ 








	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

